
 

 

 

オバマ大統領の広島演説にみる表現術 
～英語のなかでの説得力と記憶に残る言葉～ 

舘野 佐保 氏 
日英バイリンガル・サイエンスライター 

北海道大学理学部 W 棟 ALP ミーティング室 

平成 28 年 7 月２6 日（火）14:45~16:15 

 

 

Ambitious 物質科学セミナー 

※ALP科学技術コミュニケーション・リメディアル講習 

 

※外部からの聴講も歓迎します！ 
 

 

 

 

連絡先：北海道大学大学院 理学研究院 ALP 推進室 藤吉隆雄 

   （Tel: 011-706-4491, fujiyoshi@sci.hokudai.ac.jp） 

オバマ米大統領の広島演説では科学技術に

も丁寧な言葉が選ばれています。月刊『化学』

8 月号（化学同人）掲載の講師によるレトリッ

ク（表現技術）分析記事に加え、柴田元幸氏

による演説和訳（Switch 7 月号）、池上彰氏

による解説（朝日新聞 6 月 24 日付）を用い、

科学技術に関する表現の工夫を見つけます。 

講師紹介：  

科学技術やコミュニケーションについて日

英バイリンガルで執筆や翻訳を行う。日本で

生物学、米国で科学ライティングの修士号を

取得。学術出版社 John Wiley & Sons を経て

フリーランスに。大学等の英語による海外向

け情報発信支援も行う。青山学院大学などで

理系向けにライティングの講義もしている。 

日本科学技術ジャーナリスト会議理事 


